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令和７年度第２回総合隣保館運営委員会概要 
 
１ 日 時 令和８年３月９日（金）午後７時～８時 
２ 会 場 総合隣保館２階中会議室 
３ 会議の成立  委員１３名中１１名の出席により本会議は成立 
６ 議 題 

（１） 報告事項 
 ・令和７年度総合隣保館事業実施状況について 
・令和７年度総合隣保館利用状況について 

 ・令和７年度総合隣保館文化祭について 
 ・令和 7年度総合隣保館事業の成果と課題 

（２） 協議事項 
・令和８年度総合隣保館運営方針について（案） 
・令和７年度総合隣保館事業の成果と課題について（案） 

７ 公開・非公開 公開 
８ 傍聴人の数 ０人 
９ 発言の内容 
【意見・質問】 
報告事項について 
【委員】 
文化祭の反省会（第 3回文化祭実行委員会）を文化祭直後で、忙しい

時期であるが開催してほしかった。 
【事務局】 
来年度は開催いたします。 

【委員】 
来賓駐車場に駐車中の車を移動してほしかったが、来賓の名前がコー

ンに明示されてなかったので、手間取ったと聞いた。 
【事務局】 
名前は入れていないが、役職名は分かるようにしているので、それ

か、ナンバーを伝えるなどして対応していただければと思います。 
【委員】 
文化祭の講演会、舞台など盛り上がってよかった。啓発冊子「しあわ

せに生きる」の件、講演内容がいつネットに流出するかも分からないか
ら、気をつけないといけない。今後、冊子にすることはよく考えていく
必要があるのではないか。 
【委員】 
 文化祭の人出がコロナ禍前と比べると少ないという印象がある。販売
しているが、買ってくれる方は、一般の参加者があまりなく、関係者が
ほとんどであったという感覚である。模擬店としては活気はあまり感じ
られなく、寂しい気がしました。 
【委員】 
 周知方法がどうだったかということも課題ではないか。 
【事務局】 
 チラシやポスターを自治会や各種団体に配布等しましたが、さらに 
効果的な広報、周知について検討していきます。 
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【委員】 
 今年の文化祭は昨年より人出が多かったと報告であったが、参加が多
くなたのはどの行事か。 
【事務局】 
 子どもたち全員集合が、昨年より 40～50人多かったのと、前夜祭も
昨年より 15～20人多かったです。 
【委員】 
 フィールドワークで定員オーバーになることはないのですか。 
【事務局】 
 ここ 3～4年はほぼ定員（約 20名）以内の参加者となっています。一
度だけ、23、4人の参加となりましたが、その時はマイクロバスとミニ
バン分乗していただき実施しました。 
【委員】 
 知り合いの方が参加されたのですが、参加して人権に関しての感想を
言ってくださった。良かったと思います。 
 
協議事項について 
〇 隣保館だよりの発行回数について 
【委員】 
 来年度から「隣保館だより」を隔月発行にするという理由として、予
算的なことも関係しているか。 
【事務局】 
 予算がないから隔月にするということではありません。ただし、正直
な話をすると、昨今の物価高騰による紙代や印刷代の価格上昇は影響し
ていますが、印刷の予算は確保しています。あくまで記事の内容を今ま
でと同レベル以上にするための一つの案として提案しました。 
【委員】 
毎月の発行だと「人権の小窓」の執筆者を選んで原稿を書いてもらう

など時間はかかるとは思います。 
【委員】 
「人権の小窓」を毎月執筆してもらうのは大変なのはよく分かるの

で。「人権の小窓」は毎月載せるのではなく。例えば隔月にして、「隣
保館だより」は毎月発行してはどうでしょうか。 
【委員】 
 やはり、行事やイベント、ＰＲ記事などは毎月お知らせすることが大
事ではないかと思います。ページ数が少なくなる月があってもいいと思
う。 
【事務局】 
 委員のご意見をお聞きしたく提案したしました。これまでどおり毎月
発行を続けていきたいと思います。 
〇 人権フォーラムの開催時間について 
【委員】 
 最近フォーラムの時間、以前に比べて短くなったように思う。発表一
人が 20分枠ではなかったのですか。 
【事務局】 
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 以前から一人 15分でした。ただ、以前より発表時間が 15分未満の方
が多くなった印象はあります。 
【委員】 
〇 「しあわせに生きる」の今後の発行について 
【委員】 
 発行部数は何部ですか。 
【事務局】 
 950部です。実際、啓発資料として活用されているか疑問もあるた
め、一人でも多くの人の目に触れ、啓発に役立てるためには、「広報み
き」を活用する方がいいのではないかと考えました。 
 以前は、ほぼ毎月「人権の目」として記事が載っていましたが、最近
人権の記事がない月もあります。この枠を担当課と協議して記事を載せ
るなど活用していくのも啓発の方法と考えました。 
【委員】 
 「しあわせに生きる」は、あまり読まれていないような気がする。公
民館に置いても置いたままになっている。教育センターも置いたままの
なっているような気がする。 
【委員】 
 今、掲載している「人権作文」に加えて「フォーラム」での発表の要
約や、隣保館で活動している団体の紹介記事を掲載するように広報担当
課と協議、交渉してもらいたい。 
【事務局】 
ご意見参考にさせていただきます。ありがとうございました。 

  
 


